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Abstract
 
It has been long controversial whether to use pedals or not when playing the
 
clavier works of J S.Bach. Bach’s clavier works are intended to be played with
 
instruments that produce notes which rapidly recede after the initial keystroke,such
 
as the cembalo and clavichord,or ones that are able to maintain the volume of notes
 
after the keystroke,such as pipe organs. This study investigates the possibilities of
 
playing these clavier works with a modern piano,for which the duration of sounds
 
differs from any of the aforementioned instruments. The keyboard works of J S.
Bach often comprise of multiple parts, and most instruments in the 18th century
 
were able to play these parts using double keyboards or organ stops. On the other
 
hand,the modern piano is equipped with a sustain pedal and a soft pedal. When
 
playing the works of J S. Bach with a modern piano, our understanding of the
 
instruments on which the music was originally intended to be played provides the
 
player with a guide for pedal use. This paper proposes techniques to be used to
 
reproduce the music as J S.Bach intended it to sound.
はじめに
進化論で知られたダーウィンの著書「種の起源」が出版されてから150年あまりが過ぎた。生物が進
化と絶滅を繰り返したように、多くの楽器が生み出されては消え、またその姿を変えていった。その中
でもピアノほど数多くの進化を遂げたものはない。サロンのような狭い空間で静かに奏でられていた時
代からめまぐるしく進化し、大きさも音量も格段に大きくなった。その目覚ましい進化の中で特筆すべ
きなのはやはり、ペダルが考案されたことである。その後の時代、ピアノのレパートリーを演奏する際
ペダルの使用は豊かな表現につながった。
しかしグレン・グールドは、「作品が特別に、絶対的にペダルの使用を求めていることがない限り、私
はペダルを全く踏まない。骨抜きにされたハープシコードを少々思わせるような響きになった時がいち
ばん幸せである。」??と述べている。グールドの個性によるこの見解は、彼が残した膨大なCD録音の中に
具現されている。
ピアノで楽曲を演奏すると比較的容易に豊かな音量、美しく艶やかな音色を得ることができる。いっ
ぽうバッハの時代の鍵盤楽器で演奏すると、静 で典雅な響きに何とも言えぬ心地よさを感じる。バッ
ハの楽曲は今日、ピアノでどのように演奏されているであろうか。その多くはセオリーや様式感に依拠
せずに演奏している。
本稿を執筆するにあたり、パウル・バドゥーラ＝スコダのバッハ研究に多くの示唆を与えられた。著
書「バッハ演奏法と解釈」??のサブタイトルは「ピアニストのためのバッハ」とあり、現代のピアノでバッ
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ハを演奏するために有益な見解が随所にみられた。特にペダル使用に関して、「ピアノと一心同体の存在
であるペダルを使用しないのは、ピアノの音色の最良の部分を放棄するに等しい。」??と述べている。これ
はグールドとは異なる見解である。なぜ異なる考え方があるのだろうか。このようにペダルの用法一つ
取りあげても、多くの問題が出てくる。
本論文ではバッハ演奏の可能性、とりわけ音色表現の多様性について、具体的にはどのように表現す
るべきか、また現代演奏法における楽曲分析の活用法がどのようにあるのかを考察する。
１．クラヴィーア作品における楽器選択の可能性
バッハの作品は、どの楽器のために書かれたのか全てを断定するのはむずかしいが、中には明確に想
定できるものがある。パイプオルガン、チェンバロ、クラヴィコードの３つの作風に分類できる。ここ
では、わかり易い例として平均律クラヴィーア曲集第２巻を取り上げた。この曲集では多様な楽器選択
の可能性を見ることができる。フリードリヒ・グルダはピアノのCD録音??においてこの可能性を、とり
わけペダリングによって明確に示している。この演奏を手掛かりにして、私なりに以下のように分類し
た。
１）パイプオルガンを想定しうる作品
前奏曲：第１番ハ長調、第11番ヘ長調、第16番ト短調
フーガ：第７番変ホ長調、第９番ホ長調、第11番ヘ長調、第16番ト短調、第23番ロ長調
２）チェンバロを想定しうる作品
前奏曲：第３番嬰ハ長調、第５番ニ長調、第７番変ホ長調、第９番ホ長調、第15番ト長調、第17番
変イ長調、第19番イ長調、第23番ロ長調
フーガ：第１番ハ長調、第３番嬰ハ長調、第15番ト長調、第17番変イ長調、第19番イ長調
３）クラヴィコードを想定しうる作品
前奏曲とフーガ：第２番ハ短調、第４番嬰ハ短調、第６番ニ短調、第８番嬰ニ短調、第10番ホ短調、
第12番ヘ短調、第13番嬰ヘ長調、第14番嬰ヘ短調、第18番嬰ト短調、第21番変
ロ長調、第22番変ロ短調、第24番ロ短調
４）特定できない作品
前奏曲とフーガ：第20番イ短調、フーガ：第５番ニ長調
上記の分類から、24曲の中のかなりの曲数がチェンバロとクラヴィコードを想定して書かれた作品と推
察される。また、ほとんどの楽曲は前奏曲とフーガが同一の楽器を想定していると考えられるが、中に
は異なる楽器（?）を想定して書かれていると考えられるものもある。
表１ 平均律クラヴィーア曲集第２巻 楽器選択の分類
前奏曲 フーガ
１）オルガン 1?、11、16 7?、9?、11、16、23?
２）チェンバロ 3、5?、7?、9?、15、17、19、23? 1?、3、15、17、19
３）クラヴィコード 2、4、6、8、10、12、13、14、
18、21、22、24
2、4、6、8、10、12、13、14、18、21、22、24
４）特定できず 20 20、5?
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1.1.パイプオルガンを想定しうる作品
この作品の特徴は、足鍵盤による重厚な保続音がしばしば使われることである。低音部譜表のオクター
ブの保続音は、すぐに音が減衰するチェンバロやクラヴィコードでは打鍵し直さなければ消滅すること
になる。長く安定したバス音、そしてめまぐるしく変化する旋律的和音は明らかにパイプオルガンを想
定して書かれたものと考えられる。
次の例は、旋律に順次進行の多用がみられる。また、２小節目は教会における残響がうまく活かされ
ている。これに加えて、長く保続した和音群やバス進行が見られるのも特徴である。
この楽曲の低音部譜表４小節目に見られる同音連打音形は、パッヘルベルを代表とする南ドイツ・オ
ルガン楽派の特徴である。この同音反復はパッヘルベルのフーガ、特にト短調などに顕著にその例が見
られる。
1.2.チェンバロを想定しうる作品
チェンバロはタッチによって音量の変化ができなかったため、楽譜を見ると音量を大きくすべきと考
えられる箇所には厚い和音あるいは音数の多い旋律が書かれている。これに対して小さくすべき箇所に
は和音が薄く、旋律の音数が少ない。
譜例１ 第１番ハ長調BWV870
譜例２ 第11番ヘ長調BWV880
譜例３ 第16番ト短調BWV885フーガ
譜例４ 第15番ト長調BWV884
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この楽曲の１－３小節目は、高音部譜表に多くの音符数が見られる。そのため楽譜どおりに演奏する
と、このフレーズが自然に強調されて聞こえる。また、16分音符などの同一音価で進行するフレーズが
多く見られるのも特徴であると考える。なお、低音の長い保続音 gは演奏上チェンバロ奏者の慣習とし
て、適宜打鍵し直すことが多い。
この楽曲の１小節目および３小節目は和音が厚く書かれており、音が薄い２小節目との対比がよく表
現されている好例である。
1.3.クラヴィコードを想定しうる作品
これらには、タッチの変化を活かせるためフレーズの中にシンコペーションがよく見られる。また繊
細で内向的な作風を持った作品が多い。特に第18番嬰ト短調や第24番ロ短調の繊細な弱音の美しさは
特筆に値する。
譜例７、第18番嬰ト短調は１－２小節目と３－４小節目がほぼ同一音形で繰り返されているが、３小
節目にバッハがpianoと記していることからタッチの変化を指示していると考えられる。また、２小節
目及び４小節目の偶数拍にはバッハ自身が書いた２音を結ぶスラーがついている。撥弦楽器でもある
チェンバロでは、クラヴィコードや弦楽器のようにこの２音を結んだフレーズから派生するアーティ
キュレーションを表現するのは難しいと考えられる。よって、私はこの曲をクラヴィコードを想定しう
る作品として分類した。
譜例５ 第17番変イ長調BWV886
譜例６ 第24番ロ短調BWV893
譜例７ 第18番嬰ト短調BWV887
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２．クラヴィーア作品の現代ピアノへの適用
2.1.チェンバロとピアノの違い
チェンバロは輝かしい響きを持っているが、音量や音色の変化はレジスターの操作??に頼らなくては
ならない。現代ピアノのような際立った音色の変化はほとんどなく、カンタービレ奏法には向いていな
い。そのため、音楽の表現は主にアーティキュレーションの変化で行われていた。また、二段の鍵盤を
使い分けることでこの変化はさらに明瞭にできたのである。
いっぽうピアノには鍵盤は一段しかないが、ダンパーペダルとソフトペダルが装備されている。チェ
ンバロにはないこの機能をバッハの作品にどのように活かすことができるだろうか。この章ではペダル
に焦点を当てて論旨を進めていきたい。
2.2.ペダルによる表現の変化
古楽器奏者ヤープ・シュレーダーは、「古楽器奏法では、控えめなヴィブラートは、一定の長い音符に
色彩や暖かみを与えた。」??と述べている。音価の長い音符にヴィブラートをかけることは、急な減衰を防
ぎ音を豊かにするなどの効果がある。ではヴィブラートが使えないピアノでは、どのように演奏すると
よいのであろうか。
バドゥーラ＝スコダは、「ペダルは現代ピアノにおけるレジスターの役割を果たすもので、これを活用
することによって魅惑的な音響を作り出すことができる。チェンバロには音色を変えるための複数のレ
ジスターが準備されているが、ピアノではペダルが唯一これらの代わりとして用いることのできる機能
となる。」と述べている??。音楽的な表現を追求していくと、ピアノでペダルを使用する箇所と弦楽器で
ヴィブラートをかける箇所はおそらく一致する。
ペダル効果の最たるものは、音を持続するためである。チェンバロは、鍵盤から指を離してから弦と
響板の振動が止まるまでに時間があるため、響きに潤いがあるが、ピアノでは打鍵後指を素早く上げる
と乾いた音色を生み出す。それを避けるためには、ゆっくりと指を離さなければならない。また、ペダ
ルを少し加えることにより、物理的な時間の長さだけではなく空間に広がる響きを創りだすことができ
る。例として、次項で半音階的幻想曲とフーガの幻想曲部分を挙げよう。
2.2.1.和音の響きを豊かにするペダル
27小節目からのarpeggioは、本来チェンバロの音量を持続あるいは増やすために書かれた。ピアノで
は30小節目の減七和音へ向かう箇所はペダルを使用してもよく、また壮大な響きを作るためにペダルを
深く踏み込んでもよいと考える。
譜例８ 半音階的幻想曲とフーガBWV903
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2.2.2.旋律に潤いを与えるペダル
ペダルに関しては、ゆっくりとしたテンポに適用されることが多い。例えば、次の楽曲にその例があ
る。
上記譜例の１小節目第３拍から２小節目までのペダルについて、これは前述のヴィブラートに相当し、
音に艶やかさと生き生きとした表情をもたらす。
2.2.3.すばやい動きに華やかさを与えるペダル
それでは、速い楽曲、あるいは細かい音価が連続する音形の中にはペダルは使用できないのであろう
か。基本的には、そこにペダルの踏み込み及び響きを認識できる時間的な長さがあれば可能である。次
の譜例の32分音符スラー音形では、グリッサンド効果を出すためにペダルを使うことが望ましい。
2.3.ソフトペダルの可能性
これまでにペダル使用の事例として主にダンパーペダルについて述べてきたが、ここでソフトペダル
使用の可能性について考察する。ソフトペダルは音量を減らすだけではなく、音質を変化させるために
ある。例えば木管楽器の柔らかい音色を想定できる箇所に使用することができる。この楽曲の５－８小
節目はその箇所に相当すると考えられる。
譜例９ フランス組曲第２番BWV813 サラバンド
譜例10 ゴルトベルク変奏曲BWV988 第７変奏
譜例11 第11番ヘ長調BWV880
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チェンバロで演奏する際はリュートストップの使用が考えられる。また高音部譜表の和音はarpeggio
が原則である。ピアノではこの部分にソフトペダルを使用するとリュートの音色が表現できる。
またクラヴィコード風の作品にもソフトペダルの使用が効果的な箇所がある。前出の平均律クラ
ヴィーア曲集第２巻より第24番ロ短調の冒頭（前掲・譜例６）において内向的で美しい響きを醸し出す
ことができる。
2.4.ペダルを使用しない事例
それでは、同一和声の連続ではあるが、あえてペダルは使わない事例を示そう。
高音部譜表は16分音符の無窮動で書かれている。２－４小節目は和声の変化に合わせて各拍ごとにペ
ダルを使用しない好例である。
2.5.あえて過度にペダルを使用する事例
さて、オルガンのために書かれたトッカータとフーガ ニ短調をピアノで弾く際はどうであろうか。
オルガンは本来教会で演奏される楽器である。オルガン作品の特徴の一つには使用されている音域が
広いこと、もう一つには保続音や和音の多用により響きが重厚になることが挙げられる。特に、ヨーロッ
パの石造りの教会で演奏されると残響が多いため、16分音符や32分音符などの急速な音形やトニック、
ドミナント、サブドミナントの和音が混ざり合う。このような響きを生むために、ピアノで演奏する際
はダンパーペダルを継続的に使用するべきである。
譜例12 平均律クラヴィーア曲集第１巻 第８番変ホ短調BWV853
譜例13 第６番ニ短調BWV875
譜例14 トッカータとフーガ ニ短調BWV565
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2.6.音を持続させるフィンガーペダル
園田高弘は「和声内部での旋律の動き、とりわけ主題の扱い、またその強調は、ペダルの微妙な使用
によらなくては、ポリフォニーの音楽を現在のピアノで再現することは困難である。（中略）ピアノとい
う現代の楽器によって、その機能を生かしたピアノの特性を生かした演奏をすることは、バッハの意図
から逸脱したことではない。」と述べている??。しかし、私はその考えにはやや懐疑的である。なぜな
ら、ポリフォニーにおいて一つの声部の旋律の動きに合わせてペダルを使用すると、他の声部の旋律に
濁りが生じることがあるからである。これを避けるためにペダルを使用する際の条件として、踏む時間
と量をできるだけ少なくすること、を補足しなくてはならない。
前述の園田の意見に対し諸手を挙げて賛同できないもう一つの理由は、当時の様式を活かしたペダル
使用に代わる奏法がすでに存在するからである。20世紀に活躍したバッハ演奏家、ロザリン・テューレッ
クは、「バッハの時代の楽器が、ピアノのように音を引きのばすためのペダルを持っていなかったが、だ
からといって音を引きのばすことが知られていなかったわけではない」??と述べている。なぜなら、ダン
パーペダルの代わりに指で音を保続させる奏法（フィンガーペダル）を用い、ペダルと同様の効果を得
ていたのである。バッハの鍵盤作品の楽譜にはその奏法が随所に見受けられる。
2.6.1.旋律の中でのフィンガーペダル
譜面上２声に見えるが実際には単旋律とみられる箇所がある。この旋律は上記譜例のように、実際は
単音の流れとして認識できる。高音部譜表１小節目第２拍、６度音程［e?g?］、［d?f?］部分ではフィン
ガーペダルを用いて８分音符を重ねることにより、リズムのもつ躍動感はそのままに、さらに響きも豊
かにする効果をあげている。
譜例15 フランス組曲第２番BWV813 アルマンド
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次に挙げる例は、23小節目低音部譜表の単旋律音形が、85小節目高音部譜表には同音形にフィンガー
ペダルを加えた形となっている。さらに87小節目では、平行10度の同一音形で高音部にそれを加える
ことにより、低音部との音色変化が鮮明に表現されている。バッハは、フィンガーペダルによって音が
あたかもつたがまとわりつく美しさを見事に描いているのである。なんという素晴らしい着想であろう
か。
2.6.2.和音におけるフィンガーペダル
この楽曲の12小節目は、終止和音を導くためにアッポジャトゥーラを加えて、この高音部譜表のタイ
が付いている音符d?、a?、f?#、低音部譜表のd?および最後音のdによって作られるト長調の属和音へと
たどり着く。この和声音にフィンガーペダルを使用することにより和声の厚みと色彩感が増し、ニ長調
の終止形が持つ、美しく明るい響きが得られるのである。
譜例16 パルティータ第６番BWV830 トッカータ
譜例17 フランス組曲第５番BWV816 アルマンド
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2.6.3.バッハの指示によらないフィンガーペダル
この楽曲の22小節目をピアノで演奏する場合、低音部譜表の８分音符ごとに足のペダルを使うことが
できる。しかしあえてそうではなくフィンガーペダルを高音部譜表中、符尾が上向きで書かれている
c?、e?、f?、g?、a?、a?の各音に使用することにより、両譜表間の拍感にずれが生じ、フレーズが立体的
になる。また、チェンバロの余韻に近い響きも得られる。このようにバッハの音楽表現の真髄は、その
多くが楽譜には書き切れていないのである。
2.7.ペダル用法の再考
これまでの事例を基に、平均律クラヴィーア曲集第１巻ハ長調前奏曲について考察する。
この作品の場合は、全体に同一音形が連続しており、一小節ごとに和声が変化しているため、考察す
るのに好例である。また、記譜上低音部譜表にバッハ自身のフィンガーペダルがすでに書かれている。
これまでの論考から、この作品に適用できるペダル用法には主に次のような３つの方法が考えられる。
１)ペダルを使用せず、楽譜の音価どおりに演奏（譜例19）
２)ペダルを使用せず、低音部譜表は音価どおり、高音部譜表もまた低音部譜表にならいフィンガーペ
ダルを用いる。（譜例19.1.）
３）前記１）によりつつ、ペダルを極めて浅く使用する（譜例19.2.）
譜例18 イタリア協奏曲BWV971 第２楽章（フィンガーペダルを用いた楽譜）
譜例19 平均律クラヴィーア曲集第１巻 第１番ハ長調BWV846
譜例19.1.フィンガーペダルを用いた楽譜
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いずれの方法も可能な表現である。１）によれば、16分音符の粒がクリアで締りのある音質になる。
２）によれば、やや重さのあるほのかな響きで和声感が強調される。また、高音部譜表はフィンガーペ
ダルの表記が煩雑になるため、これを敢えて省略しているのではないかとも考えられる。３）の方法で
は、ダンパーを弦から少しだけ離すことにより控えめな残響が得られ、チェンバロやクラヴィコードで
演奏した時に近い響きとなる。
おわりに
これまで、バッハの鍵盤作品が今日のピアノで演奏される際の可能性をペダルの使用に焦点を当て考
察してきた。多様な演奏表現の一つとしてペダルが使用できることは漠然と理解していた。一方、ペダ
ルを僅かに使う、または全く使用しないことにより得られる演奏表現の可能性について、本稿を書き起
こす前は明確に認識していなかったかもしれない。
当時は現代に比べて弦の張力などは弱く、楽器としての強度は低かったため、その響きは〝やわらか
く、しなやか"であった。これは弦楽器や人声を模して演奏する際には大きなメリットとなる。フレー
ズの変化や拍節は強弱ではなく、主にアーティキュレーションとフレージングで表現されていたのであ
る。これはバッハが弦楽器奏者としても活動していたこと、また、例えばパイプオルガンの場合、リー
ド楽器や金管楽器など、呼吸と連動したフレージングを要求される楽器を想定して作曲したこととも関
係が深い。それらに加え、フィンガーペダルを効果的に使用することによって、作品をより立体的な構
造に作り上げ、表現の可能性が豊かに広がった。
終生ドイツを出ることはなかったが、音楽的国際人だったバッハ。バッハの死とともにその時代の役
目を終えたドイツバロックは、後発であったが故にフランスのクラヴサン様式や、イタリアのコンチェ
ルト形式等、様々な要素を広く取り込み、独自の発展を遂げた。今後はバッハの音楽をより深く知るた
めにヨーロッパに起こったバロック音楽の流れを把握し、さらにブクステフーデ、シュッツ、ラインケ
ン等、バッハに強い影響を及ぼした作曲家達の研究を重ねたいという新たな目標を見つけた。
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譜例19.2.ペダルを使用した楽譜
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